

やまぐち子育て連盟　キャプテン　様

　　やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金【ライフデザイン推進特別枠】の交付を受けたいので、やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金交付要綱第７条の規定に基づき、下記のとおり申請します。
記
	１　助成金申請額
	２００，０００
	円
	

	２　添付書類
	（１）団体概要書　（別紙１）　　　　　　　
	[　○　]

	
	（２）事業計画書　（別紙２）
	[　○　]

	
	（３）事業収支予算書　（別紙３）
	[　○　]

	
	（４）令和８年度の収支予算書　※団体独自で作成したもの
	[　○　]

	
	（５）役員名簿
	[　○　]

	
	（６）組織の運営に関する規則等（定款・規約・会則等）
	[　○　]

	
	（７）その他　（必要があればパンフレット等）
	[　○　]

	

	◆他機関・団体補助金・助成金の申請状況（予定も含む）

	機関・団体名
	なし

	助成事業名・金額
	なし

	◆事務担当者連絡先

	住　所
	〒７５３－８５０１
山口市滝町１番１号

	職氏名
	役職（　会計　）氏名（　山口　次郎　）

	ＴＥＬ
	○○○－○○○○－○○○○
	Ｆ　Ａ　Ｘ
	○○○－○○○○－○○○○

	メールアドレス
	○○○○○○@○○○○○


◆ライフデザイン推進特別枠で不採択の場合、やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金
（通常枠（助成金額１０万円以内））での助成を希望しますか（※どちらかにチェックを入れてください）。

　□ 希望する
　□ 希望しない



	ふりがな
	○○○○○○○○○○○○
	ふりがな
	やまぐち　たろう

	団体名
	○○○○○○○○○
	代表者職氏名
	[役職：　代表　]
山口　太郎

	団体所在地
	〒７５３－８５０１
山口市滝町１番１号

	設立年月日
	令和５年８月１０日
	会員数
	　　　　　　　　５人

	団体の目的
及び趣旨
	山口県内の中高生と乳幼児が触れ合い、子育ての喜びや大切さを共有する場を提供することが団体の目的。地域全体で子育て家庭を支え、世代間交流を通じて、子どもの健全な成長を促すほか、孤立しがちな子育て家庭に寄り添う活動を行う。

	活動地域
	山口市を中心に県央部で活動

	直前２年間の主な活動実績　
	令和６年度
	中高生と乳幼児が交流する「ふれあい体験会」の開催に当たって、協力してもらえる親子や地域の子育て支援団体とのネットワークを構築するなど、地域住民の協力を得て、団体の活動基盤を整備した。


	
	
	団体の事業規模（事業費総額）
	５０，０００
	円

	
	令和７年度
	○○○中学校にて、ふれあい体験会を年２回開催し、延べ10組の親子と20人の生徒が参加。手遊びや絵本の読み聞かせを通じて交流を深めたほか、中学生向けに子育て体験の意義を学ぶミニ講座を実施した。


	
	
	団体の事業規模（事業費総額）
	１００，０００
	円

	令和８年度
活動計画
	○○○中学校及び○○○高等学校にて、ふれあい体験会を年５回開催する予定。新たに高等学校でもふれあい体験会を開催する。また、新たに「赤ちゃんのお世話体験」の時間を設け、新生児人形を活用して、中高生がオムツ替えや抱っこの仕方を学ぶ機会を提供する。
さらに、より多くの地域の子育て支援団体と連携し、スタッフの充実を図るほか、参加者アンケートを踏まえて、プログラム内容の改善を行う。


	
	団体の事業規模（事業費総額）
	２００，０００
	円


・「団体の事業規模（事業費総額）」については団体の全ての事業費の支出総額を記入し、令和７年度、令和８年度については見込額とすること


	事業の名称
	やまぐち未来の家族づくり支援事業


	事業の目的
	

	本事業は、中学生および高校生に乳幼児とのふれあい体験の機会を提供し、以下の目的達成を目指す。
【中高生】
・命の尊さと大切さを学び、妊娠・出産・子育ての楽しさと大変さを体感する。

・自身の将来のライフプランを考えるきっかけを作る。
【参加親子】
　・子育て中の親が中高生などと交流することで、孤立感を軽減やリフレッシュを図る。
　・児童生徒と交流することで、我が子の成長したイメージを持つ。

	事業を行う地域
	

	山口市立○○○中学校（山口市）
山口県立○○○高等学校（山口市）


	事業の実施時期・回数
	※学校・企業等の関係団体との調整状況も記載すること

	○○○中学校：５～６月に２回（前年度と同様に開設）
○○○高等学校：１０～１１月に３回（新規開設）
　※詳細な実施日時は、現在、関係団体と調整中

	事業内容及び実施方法
	

	○○○中学校及び○○○高等学校で、中学生および高校生に乳幼児とのふれあい体験を実施して、子どもをもつことの楽しさや素晴らしさを身近に感じてもらう。
①準備段階

・学校、行政機関との連携体制構築のため、協議・調整
・学校と実施日時及び授業科目の調整を実施
・行政機関に保健師の派遣を依頼

・参加する乳幼児親子の募集（SNS、チラシの作成）

②当日対応
　・会場設営（余裕教室やコミュニティルームの活用）

・生徒による絵本の読み聞かせやおもちゃ遊び

・乳幼児との触れ合い体験

・触れ合い体験後に、保護者との座談会（育児についての意見交換をして、保護者の悩みを聞き取る。）
③事後フォロー
　・参加者（生徒、親子、教職員）へのアンケート実施

　・アンケート結果を学校に提供。翌年度以降の取組の改善に活用


	実施体制・参加人数
	

	○○○中学校
　・団体スタッフ、ボランティアスタッフ：各回８人

　・参加親子：延べ１０組、参加生徒：延べ２０人（２年生を対象に実施）
○○○高等学校
　・団体スタッフ、ボランティアスタッフ：各回８人

　・参加親子：延べ２０組、参加生徒：延べ５０人（１年生を対象に実施）


	期待される成果
	

	中高生が乳幼児やその親とふれあい、子育ての実際を体験することで、子どもの成長や発達に対する理解が深まる。また、子育ての喜びや大切さを直接感じることができ、将来親になったときに役立つ経験を得ることができる。
学校、行政機関、地域住民が連携して事業を実施することで、地域全体で子育てを支援する意識が高まる。


	新規又は拡充して実施する内容
	

	○○○中学校
　昨年度のアンケート結果をもとに、新たに「赤ちゃんのお世話体験」の時間を設け、中高生がオムツ替えや抱っこの仕方を学ぶ機会を提供できるように、内容を充実した。
○○○高等学校
　新規開設


枠は適宜拡大して記入すること


（１）収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　目
	予 算 額
	内　　　　 訳

	1 当連盟助成金
	200,000　
	円
	やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金【ライフデザイン推進特別枠】

	②他機関・団体補助金・助成金
	
	円
	

	③寄付金・協賛金
	
	円
	

	④広告料
	
	円
	

	⑤自己負担金
	
	円
	

	⑥その他
	
	円
	

	助成金等収入合計Ⓐ
	200,000
	円
	

	⑦入場料等収入 
	
	円
	

	⑧プログラム売上等収入
	
	円
	

	入場料等収入合計Ⓑ
	0
	円
	

	収入合計（Ⓐ＋Ⓑ）
	200,000
	円
	


（２）支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	科　　目
	事業全体の予算
	左のうち助成対象となる範囲

	
	金　　額
	内　　訳
	金　　額
	内　　訳

	⑨謝　金
	20,000
	円
	
	20,000
	円
	講師謝金

	⑩旅　費
	30,000
	円
	
	30,000
	円
	事前打合せ・当日運営スタッフ旅費

	⑪消耗品費
	20,000
	円
	
	20,000
	円
	色紙、画用紙等、消毒液、事務用品

	⑫印刷費・広告宣伝費
	20,000
	円
	
	20,000
	円
	募集チラシ

	⑬備品費
	75,000
	円
	
	75,000
	円
	マット、乳幼児おもちゃ、人形

	⑭通信運搬費
	5,000
	円
	
	5,000
	円
	切手代

	⑮会議費
	10,000
	円
	
	10,000
	円
	イベント飲み物代

	⑯使用料・賃借料
	10,000
	円
	
	10,000
	円
	事前打合せ

	⑰委託費
	
	円
	
	
	円
	

	⑱設営費・舞台費
	
	円
	
	
	円
	

	⑲その他の経費
	10,000
	円
	
	10,000
	円
	イベント保険料

	支出合計
	200,000
	円
	
	200,000
	円
	


　　　　　　　　　　Ⓒ　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓓ
	令和８年度助成金申請額 
	２００,０００
	円



	＊事業収支予算書を記入する場合の注意事項＊
○この表には令和８年度の助成事業に関するもののみ記入すること



	○「②他機関・団体補助金・助成金」の内訳欄には、当連盟以外の交付元団体別に、補助金や助成金の金額を記入すること
○「⑦入場料収入」とは、音楽・演劇・ミュージカル等の公演や講演会・展覧会・上映会において入場者・参加者から徴収する料金
○「⑧プログラム売上等収入」とは、公演や展覧会等においてプログラムや目録等を販売した場合の売上金
○「内訳」欄には積算根拠を具体的（個々の使途別の単価、員数、回数等）に記入
○（２）支出の部の「事業全体の予算」欄には、今回申請される事業に係る全ての経費を記入すること
○「左のうち助成対象となる範囲」欄には、「助成事業全体の予算」のうち助成の対象とならない経費を除いたものを記入すること
○「収入合計（Ⓐ＋Ⓑ）」欄と「支出合計Ⓒ」欄の金額は、一致させること。

◆助成対象とならない経費◆
　役員・常勤職員等に係る経費（人件費や謝金等）、食糧費・食材費・食事代、講師等への土産代や花束代、団体運営費（家賃、光熱水費、電話料など通常の団体運営経費）、他団体への助成金・補助金・寄付金・義援金、単に参加者に提供するだけの物品の取得経費（参加賞品・お土産・記念品等）


やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金交付申請書


【ライフデザイン推進特別枠】





第１号様式（第７条関係）　





令和８年４月３０日








所在地�
〒７５３－８５０１


山口市滝町１番１号�
�
団体名�
○○○○○○○○○○○○○○�
�
代表者職氏名�
代表　山口　太郎�
�






※　[　　]に○を付けて揃っているかを確認してください。





（別紙１）





団 体 概 要 書





（別紙２）





　事　業　計　画　書　【ライフデザイン推進特別枠】





＊事業計画書を記入する場合の注意事項＊　　


○この表には、令和８年度の助成事業計画に関するもののみ記入すること


○「事業の目的」欄には、地域の抱える課題や事業を通じて解決したい課題についても記入すること


○「実施内容及び実施方法」欄には、課題の解決や目的を達成するために何をするのか、事業の具体的な内容をスケジュールとともに整理して、詳しく記入すること


○「実施体制・参加人数」欄には、事業をどのように実施していくか、団体内部での役割分担とともに、協力・協働・連携関係にある団体等がある場合、名称と調整の状況について記入すること（共催・後援等についても同様）


○「期待される成果」欄には、事業を行うことでどのような成果が生まれるか、申請事業が課題解決にどのようにつながるのかを記入すること


○「新規又は拡充して実施する内容」欄には、学校内子育てひろばを新規又は拡充して実施する内容を記入すること


※これまでひろば未開設の学校における、新規のひろば開設の場合は、新規と記載すること


　　※従来からひろばを開設している学校における、実施回数や内容を拡充しての開設の場合は、拡充した内容を記載すること


　　※学校内子育てひろば以外の事業については記載不要





（別紙３）





事業収支予算書【ライフデザイン推進特別枠】





〔「①当連盟助成金」（助成金申請額）の算出方法〕


　（助成対象となる範囲計Ⓓ－入場料等収入合計Ⓑ）×助成率（１０／１０）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※金額は千円単位とし千円未満は切捨








